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「新しいコスモロジーと緑の福祉国家」
サングラハ教育・心理研究所　岡野守也
　臼然と乃共生＝持続司能な社会の実現のためには、以トのような4象限にわたる条件か満たされる
必要があると思われるCK・ウィルハーの「存在の4象限り
（左上：個の内面） （右上：個の外面）
自然と人間社会の共生 自然との共生を可能にする
＝エコロジカルな持続 個々の技術や個人の行動
性への欲求と構成力
（左下：集団の内面） （右下：集団の外面）
自然との共生を最優先する エコロジカルに持続可能な社会・
社会の価値観・コスモロジー 経済システム
●仏教を核とした神仏儒習合 ●緑の福祉国家二スウェーデン・
の再発見と現代科学のコスモ 　一“cAノレ
ロジーの融合
　自然との共生の実現＝エコロジカルな持続性は、いうまでもなく地球生態系規模にまで至らなけれ
ば完結しないが、現在、世界は国民国家単位で営まれているので、私たちの課題も当面まず、私たち
の国日本をいかにしてエコロジカルに持続・∫能な国にするか、ということになるのではないか。
　原点としての「十七条憲法」一神仏儒習合一仏教の意味を再発見し、現代科学のコスモロジーと融
合し、スウェーデン・モデルを参照すると、その先に自然と共生する＝エコロジカルに持続可能な日
本が見えてくるのではないか
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発表要旨岡野守也
新しいコスモロジーと緑の福祉国家
サングラハ教育・心理研究所
主幹岡野守也
コスモロジーの
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自然との薬生＝縛続可能な社会の実現のためには4象限に
わたる条件が満たされる必婆があると患われる
K・ウィルバー一による丁存在の4象限」
（左上1箇の内面）
Ix、購買意欲
｛・x、E然と人闇社会の請和
　への歌求と楕想力
（左下：集回の内流）
Ex．文くもとし．での貨幣軽済
i，x．速境との逼和を最穣先寸る
　社会の優箇観
仏教を核とした神仏儒習合
と規代科『多のコスモロジー
〈右上：鰯の外面）
　i：x、潟費行鋤
　c・x、田墳適合的な翻芳｝の技術
　　碧人の行勤
（右下：集団の外面）
　Ex．商品泣湧システム
　‘：具、環境と調粕した社会・
　　経済システム
縁の福祉国＝スウェーデン・モデル
　近代科学は．自分C主体）と世鼻のすべてのもの｛客体）が分鐵してい
ることを魏撰に、世界の貧1べてを「ぱらぱらのモノ」に分祈し、その組み
舎わせとして理解しようとす蛋，それにはもちろん一定⑳有効性・妥当性
があり、近桟文明の中心的な樵進力ともなってきたが、大きな欠点があ
る，．
　逝代勾学の世界観＝コスモロジーは．基本的に額神論であり、初期
のk．ll．．マニ．ズム抽な「神はいなC、．、人概と｛一ノだけがある」という：1ス篭
ロジー・一から、やがて暢質違元主義・唯掬識的な睡ノだけがある＝＝．才べ
てはモノにすぎない」という考文．に行き着き、その結累、f神＝絶対者が
いない以上、絶対の童昧も絶対の倫理もない」というニヒリズムに魏るtt
　：：．tリズム的視点からは、自然との共生二持籏可薩な社会を鰯らな
ければならないというr．　’：snジカルな倫理も相対化され、普翼的なも（力と
は昆なされない。
ところが、「近代科学」と、十九世総末から二十日↑紀いっぱいをかけて
形歳されてきた．r現代科学」との麟は大きな飛灘があり、「現代科学」で
は、f　il．べてはモノにすぎない」とLNうぷスモ日ジーは決定的に克遍され
ており、したが・つてニヒリズムも克嬢される．
現代科学の霊萎な5つの竿説
18fi　9年、ヘッケルによるエコロジー磁漉学）の鍵唱から始ま寧、2
0世紀窒体をとおして、地球上ではす．ぺての非生命・環境とすぺての生命
が互いにバランスをと》ながら1つのシステムをなしていることが餌らか
になつてきた、、
1905年、アインシュタイニノの槻対性理窩｛こ」．り、宇宙は究極⑳ところ
梅貰というよリエネルギー・からなっていることが璃らかにされた，
t94ノ年、ガモ：フのビッグバン仮設、、これが正しいとすると、宇宙はも
ともと萎つのエネルギ．．．．．の玉だったことになる。
言953年、ワトソンとクリックの遺伝子の2塑ラセン機造の糞見、19
62年にノー・ベル欝を受紘，以後の研究により、すべての遠伝子．が1つの
嘉i泉にたどれると考えられもよう仁なった．それはすぺての生命の一体性
の発見を慧昧する，，
1977年、プリゴジーヌの散逸構造鍮がノーベル鍵を受貰．物質の自己
繕識化能力が閣らかになつた、
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烈無艦ヌ漢
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全生物は問じ単細胞生物から進化した
　ド　、．“　　．．　．、．1．　　　「　　　　　55　4t．　i．11S　4a一類
地球上のすべての生抱は約35傷年前の単細飽生物から進化したことを確認
したとする最新の研究が発表された。ダーウィンが初めて提唱した1’全生物の
共通祖先説」を裏付けるものとなる．
アメリかブランダイス大学の生化学者ダグラス・セオバルド氏は、生物の3つ
の大きな分類（ドメイン）に属するすべての種が共遜の祖先から進化した確皐と
、複数の異なる生命体から進化した確奉、アダムやイブのように現在の形錐
のまま発生した確車などを．コンピュータモデルと統計モデルを用いて算出し
て比較した，、
セオバルド氏によると、f複数の祖先が存在したとする説で最も有力なもの1
は、1つの種が真iE細菌に進化し、1つの種が古細菌と真核生物に進化したと
いう説である。しかし今回の分析結果から、その確率は10の26a◎乗分の1であ
ることがわかった．t・・…fこれは天文学的な数字で、あまりの小ささに、口にす
るのもはばかられるほどだ」、
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霊畏類で大脳新皮質、人類で前頭葉が発違し、霞語による
分離的認鱗・思考が創尭した。分離的思考が近代において極
限的に進み、人蒲と環境・自然の分離意議とそれによる環境
の危機を生み出した。
しかし、人頚も宇宙の一部であり、人類において、宰宙は自
己感覚、自己認識をしていると解釈できるmさらにブッダなど
において、宇宙の自己覚醒が始まっているのではないか？
現代科学の成果を．全体として理解すると．「宇宙1まもともと一っ、今も一っ、
だから宇宙と私は一．っ、予宙のすべてのものと私は一つ」ρいうコス9ロジ
が更出甘る，
そして，宇宙は137飽年かけて、自己簸嬢化・自己複撞化という意味でζ進
化）し義けており、選化｛よこ才tからも続く、ということになる、、
　13ヌ億年のシ．タ．リオを見ると、宇宙は．一つのエネルギ　　・物質一生命一
心．－V魂・霊性という進化を遂fずて渋ているが、それは｛．宇宙進ftt：は方向曽力｛
ある」ということであり、それをf宇宙には意思がある」と解救することも・｝・．分に
可能であるt、
・一． ﾂの宇宙工ネルギーのある部分が糊賓となり、掬貴が地球で複雑化を瑳
げて生命とな9」．生命が多様仁権籔化を遂げ、環境と多嫁な生命によって1つ
⑳地球蛋態薬が形威された。とすれば、地球生纏系の創発そして持続も、宇
宙の慧悪であると解釈できる。
そう解釈できるとすれば、宇宙というある意味で⑳絶対なるもの・金体なるも
のを椎操に．科学釣に善遍的な倫理を譜ることが可能になるのではないか、
　そうした現代科学のコスモロジーを墓礎1二ずるこ．とによって人類含体が共有
できる・すぺきエコロジhルな倫理も引き出すご．とがで冷るのではないか
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人蘭は、私たちが「字宙」と呼ぶi亮全体の一部、すな
わち詩圏と空蘭を纏定された一部である、、
人麟は自分自籔を、そして自分の思考や感情を、他
と切り離されたものとして孝本験する。
それは癒議のうえで、いわば視覚釣錯覚が起こって
いるからである．
私たちはこの鍵寛という鷲獄に鯖じ込められている
せいで、鰻人約な判灘しかできなくなり、周りの少数の
人間しか愛せなくなっている、
こ⑳監獄を抜け出し、思いやりの籔を広げ、あらゆる
生物と美しいままの自然を包み込んでいくこと、それが
私たちに漢せられた仕事である，
タイン
t・－t－・ Aルバn・一一ト・アインシュ
「持続可能性」＝「自然との共生」が問題になる
のは、人類（の一鵠が近代的な分離思考をベー
スに形成した社会経済システムによって、資源
の大量利用→大量生産→大量販売（ここまでは
企業）→大量消費③に市民D大量廃棄（企業
も市民も）を行ない、地球生態系を破壊しつつ
ある＝持続不可能になりつつあるからである、，
◇しピがワて慧磯を箆懸し欝糸亮可簸にすぷ二iま、
　思驚窃紗戊発ぶ縫会・綬済システムも変黄る
　必惑があ鳶欝該の簸長でぱ不可糞恒、
持続性の2つの側面
社会的持続性：経済と福祉の関係を
トレードオフから相互促進に
環境持続性：経済と環境の関係を
トレードオフから相互促進に
※この二つの面が共に満たされては
　じめて「持続可能」になる。
持続可能な社会の2モデル
⑪先進国型：緑の福祉国家＝北欧モデル
2）開発途上国型農林水産業十エコロジカル（オ
　ルタナティヴ）・テクノロジー、知識産業
　EX、フニタン、キューバ’、コスタ肋etcの試み
※日本は後戻リして開発途上国型を選択する
　ことは不可能。先進国型を選択する他ない、
　・：，E　　・［・’　・「・・三r犀し了1、t声・　　．鈴ぷ鞄・7パ　　㌔、i～：吟髄軸’
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民主主義国家においては、国民が主体と
なって平和裡に「持続可能な国家」を創り出
すことが可能である。
しかしその実現のためには、国民がそのこと
を認識し、意欲的に取り組み、そのプロセス
で本末転倒にならない倫理性iを身につける
必要がある。
簗それを議i現す樹こは．人と自然、人と人のつ
　ながぴ一体性への鷲ξい籔づ製こ暴づく夢つな
　がリコスモロジー－」が必饗である。
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環境の危機と人間の危機一自然と財Lする社会とlt一
聖徳太子「十七条憲法」には、仏教的な縁起の理法
を核とした神仏備習合思想＝「つながリコスモロジー」
によって、人と人との平和、人と自然との鯛和に満ち
た「和」の国を創成しようという、きわめて高い国家理
想が掲げられており、その精神はスウェーデン・緑の
福祉国家の基礎となっているr国家は国民の家でな
ければならない」という理念と深く通じるものがあるc／
また、すぺての存在・宇宙の一体性を語る仏教のコ
スモロジーと現代科学のコスモmジーは、内面からと
外面からというアプローチの違いはあるが、どちらも
「つながりコスモMジー」であるという意味で非常に鋼
和する。
エコロジカルな持続性はいうまでもなく地球
生態系規模にまで至らなければ完結しないが、
現在、世界は国民国家単位で営まれている
ので、私たちの課題も、当面まず私たちの国
E］本をいかにしてエコロジカルに持続可能な
国にするか、ということになるのではないか。
「十七条憲法」・仏教の意蘇を再発見し、現
代科学のnスモmジーと融合し、スヱー・・デンモ
デルを参照すると、その先に、自然と共生す
る＝エコ日ジカルに持続可能な日本が見えて
くるのではないかと思われる。
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